
第 3 章 遺 

1  土器と陶磁器の 種類と器種 

土器と陶磁器とについて 個別の説明を 加える前に，説明に 用いる種類と 器種の用語につ 

いて示すことにする。 なお，土器の 種類については『京都大学構内遺跡調査研究年報昭和 

52 年度旦の用語に 従っているが ，同年報で 須 志賀陶器 ( 土器 ) としたものは 須恵器に含めた。 

種 類 

土師器 : 古墳時代以後の 酸化焙焼成に よ る軟質の土器。 

黒色土器 : 表面に炭素を 吸着する酸化 焙 焼成の土器。 内面に炭素を 吸着するものを a 類 ，全面に吸着 

するものを b 類 とする。 

瓦 器 : 胎土を水簸 し ，表面に炭素を 吸着する酸化焙焼成の 土器。 硬質の椀と胎土に 砂 粒を 湛 え ろ 

軟質大型の器種を 含める。 

須恵器 : 還元焙焼成による 硬質の土器。 

緑袖 陶器 : 緑色に発色する 鉛 袖を施す 硬 ・軟質の陶器。 

灰袖 陶器 : 灰 粘を施す硬質の 陶器。 

灰 紬糸陶器 : 灰粘 陶器の系譜をひき ， 火 袖を施さなくなった 陶器。 

須恵器系陶器 : 須恵器の系譜をひき ，酸化焙焼成に 転じた陶器。 

器 種 

諸種の名称は 通例に従って ， 椀 ， 杯 ， 皿 ，高林， 壷 ， 咋 ，すり 鉢 ， 盤 ，羽釜，鋼筆を 用 

いる。 ここでは，この 中で区別が酸味な 平安時代以後の 土師器 椀 ， 杯 ，皿について 示す。 

高 杯を除く 供膳 用の土師器については ， 器 形の深いものから 椀 ， 杯 ， 皿と 呼称し， 椀と 

杯の境を器 高 指数 25, 杯と 皿の境を同 20 程度に求めることができる 。 しかし諸種 名 ( 形式 ) 

は，型式分類の 対象となる一連の 土器群を示す 用語であ り， 器高 指数による分類を 厳密に 
・ ， ． ． ． ． ． 

適用すると不都合を 生じることが 多い。 歴史時代の土器研究においても ，土器の形式が 何 

， であ ・・・・・・・・・ るかということよりも ， ・・・・・・・・・・・・・ 様式から出発した 方がよい ( 小林 33 コといえる。 

古代の都城であ る平安京 は 次第に変容して ，中世には京都と 呼ばれる よう になる。 この 

地域から出土する 土師器についてほ ， 細かく命期することが 可能であ るが，その大きな 変 

化に着目すると 平安京 1 ～Ⅳ 期 ・中世京都 I ～ N 期の 8 期に大別することができる ( 表 2)0 

平安京 1 期の最古・ 古 段階では， 器 形の深浅に明確な 3 種の別があ り，それぞれに 法量 

0 区別も存在する。 このうち深い 2 種の区別は以後，急速に 不明瞭となるが ，平安京 1 期 

25 



26 遺 物 

中 ・新設 曙 でもその識別は 可能であ る。 それに対して 平安京Ⅱ期では 深浅 2 種を基本とし ， 

中段 膚 にはそれぞれに 大小の別があ る。 この系譜をひく 土師器は平安京Ⅲ 期 以後，中世京 

都Ⅱ期に至るまで ，浅い 器形 のものが 1 種で，法量は 大・小の 2 種を基本の組合せとする 
  

ようになる。 

この系譜の土師器とは 別に，中世京都 1 期中段階ごろに ，九度 で 深い 器形 のものが小量 

現われ，中世京都Ⅱ期にその 比率を増す。 これも 大 ・小の 2 種の組合せを 基本とするが ， 

色調が灰白色を 呈するものが 大部分を占めて ，赤褐色の浅い 器形 のものと，容易に 区別で 

きる。 

中世京都Ⅲ 期 以降は，この 深い 器形 のものも平底となり ， 器高 指数を減じていく。 そし 

て法量は大・ 小 2 種であ ったものが，少なくとも 大 ・ キ ・小の 3 種となり，また 色調の別 

が器 形の別と対応しない 例が増す。 

以上のうち，平安京Ⅰ期の 深浅 3 種については 深いものから 椀 ， 杯 ， 皿 とし，平安京Ⅱ 

期 02 種については 深いものから 杯 ， 皿 とする。 平安京Ⅲ 朝 - 中世京都Ⅱ期の 浅い 器形 の 

ものは 皿 とし，九度 で 深い 器形 のものを 沸 とする。 中世京都Ⅲ 期 以後は小型で 丸底の形態 

を 残すもの以覚は 皿とする。 そして平安京Ⅲ期の 大型 皿 の一部は平安京Ⅱ期の 小型杯の系 

譜をひき，中世京都Ⅲ期の 皿の主体をなすものは 中世京都Ⅱ期の 椀の系譜をひくことに 注 

意すれば，混乱が 最も少ないであ ろう ( 表 2)0 

2  土器と陶磁器 

各遺構・包含層から 整理 箱 約 230 杯分の土器と 陶磁器が出土した。 本節ではこれを 出土 

遺構と層位とに 分 け ，前節で示した 種類と器種の 分類に基づいて 説明を加える。 なお説明 

で 用いる土師器の 分類と小 期 とについては 次章で検討を 加えるので参照されたい ( 表 5)0 

第 2 次調査 区 K13 層 ( 図 8-1)  弥生土器が 4 点と奈良時代の 須恵器小片が 出土した。 

1 は 壺の肩部破片であ り 3 条の箆描き沈 線 文を施す。 胎土 は砂 粒を多く含み ，色調は淡 褐 

色 。 外面に 箆 磨き，内面に 撫でを施し，畿内 第 1 様式新段階にあ たる。 他の 3 点は小片で 

あ る。 なお弥生前期の 集落の中心は ，東北約 1.3 ㎞付近にあ る。 

SX06 下層 ( 図 8-2 ～ 7)  2 . 3 ほ 護岸の粘土から ， 4 ～ 7 は川に堆積した 砂礫 か 

ら 出土した。 2 ～ 4 は「 て 」 字 状日縁の土師器 皿 であ る。 なお 本 例を含め以下で 土師器に 

ついて特別の 説明を加えない 場合は色調が 茶褐色ないし 淡 褐色であ り，焼成は軟質であ る。 

5 は黒色土器 a 類椀 ， 6 . 7 は須恵器 蓋 ・杯であ る。 6 . 7 は奈良時代の 遺物であ り，平 

安京Ⅱ期にあ たる土師器 2 . 3 が護岸の年代を 示すと考えうる。 
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表 2  土師器時期区分の 大略 
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28 遺 物 

SX06 上層 ( 図 8-8 一 14)  護岸が埋 漬 した後に堆積した 砂礫から出土した。 平安京 

Ⅳ期にあ たる土師器 皿が 大部分を占め ，河道を西北へ 移して以後も ， この地域がしばしば 

洪水を受けたことを 示す。 

SE25C 図版 17-290 一 300 ，図版 22)  290 一 297tt+, 師器皿 。 290 ～ 292.2W6iC 。 M 類 CP 

64.65 の表 5 参照 7, 297@ ま C 。 類 ， 293 ～ 295@ ま B 。 類であ り， 平安京Ⅲ 期 新段階にあ たる。 
  

298 は土師器 受皿 であ り 径 12.8 ㎝をはかる。 299 は士師 器究 の 口 綾部であ る。 300 は枚方市 

                                  内外面に比較的密な 靖文を施す。 日録部内面には 洗練がなり。 な 

お以下で産地について 記さない瓦器 椀 はすべて楠美 産 と予想されるものであ る。 本 遺構出 

土の遺物量は 多くはないが ，平安京Ⅲ 期 前段階の良好な 資料であ るため， 次 章子別に考察 

を加える。 

SEl3C 図 8-15-17)  平安京Ⅲ 期 前段階にあ たる土師器 皿 であ る。 

S  E  22( 図版 17-301 ～ 328,  図版 22)  301 一 323 は土師器 皿 。 301  .302  .3 、 1] ～ 313 ほ C  , 

類 ， 303  . 304  . 310 は C  4 類 ， 305 ～ 308  .314 ～ 317 は C  5 類 ， 309  , 318 ～ 322 は D  4 類 ， 323 ほ 

D  , 類であ り，平安京Ⅳ期首段階にあ たる。 324 は 受皿 であ り， 径 g.f6cm をはかる。 325 は 瓦 

器 椀の高台であ り，断面は梯形に 近い。 内面には螺旋 状 の 暗 文を施す。 326 ほ 諸種不明の 

須恵器底部であ り，底面に回転糸切痕を 残す。 327 は小ぶりの玉縁目縁をもつ 白磁 椀 。 328 

は底部が厚く 低い高台を削り 出した白磁 碗 であ る。 本 遺構出土品は 平安京 N 期首段階の良 

好な資料であ るため， 次 章で別 E 考察を加える。 

第 2 次調査 区 T@12 層 ( 図版 17-329 ～ 345, 図版 22.23)  本 資料は包含層の 出土品であ 

るが， まとまった時期の 遺物が出土している。 329-338 は平安京 N 期首段階の土師器 皿 。 

339 は三脚がつく 小型の土師器羽釜。 目縁 部 が内 弩し ， 口綾 部外面に螺旋 状 の 箆 描き沈 線 

文を施す。 作りが丁寧であ り，底部外面に 煤が付着することから 実用に供したことが 判る。 

この種の形態のものは ， 本何 より時期が降る 瓦器に多い。 340 は須恵器すり 鉢 。 外方に踏 

んばる高台があ り，焼成はやや 軟質であ る。 出土量は平底のものに 比べてごく小量であ る。 

341 は 灰 紬糸陶器 皿 。 胎土は精良であ り， 高台の断面は 整った梯形であ る。 畳付げに 籾圧 

痕を残す。 342 は白磁 壷 の 口 緑郎。 袖 調は澄んだ乳白色を 呈する。 343.344 ほ 白磁 皿 。 343 

は 目 縁端部が外 折し袖 調は乳白色であ るのに対して ， 344 ほ 目縁端部が内 弩し ， 黄 灰色 

の粕調を呈する。 345 は中国南方案 系 の 裾袖四耳壺 。 器 形は肩が張り ， 頸部 と 祠部の境に 

一条の水平洗練文を ，口耳の下に 一条の蛇行する 洗練文を施す。 目縁端部が外 折し ，断面 

は整った梯形であ る。 岩壁が薄く 粘調 が良い。 
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図 8  E13 層 (1 弥生土器 ), SX06 下層 (2-4 王師 器 ， 5 黒色土器 a 類 ， 6 . 7 項恵 
器 ), SXO6H 層 (8-14 土師器 ), SEl3 C15-17 土師器 ), SDl2 (18-28 土師 
器， 29 緑粕 陶器， 30 ・ 31 広袖 糸 陶器， 32 青 白磁， 33 白磁 ) 出土の遺物 
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SE40( 図版 17-346-363, 図版 23)  346-357 は平安京 N 期首段階にあ たる土師器 皿 。 

358. 359 は土師器黄血であ り，それぞれ 径 10.6cm と 9.8cm をはかる。 360 は須恵器すり 鉢の 

口 縁 都庁。 口 縁端部が外面とほぼ 直角をなし 端部が外方に 張り出す。 361 は 須恵器 椀 の 

口 綾部 片 であ る。 362 は 輪 高台の白磁 皿 。 363 は % 高台の白磁 碗 であ る。 363 は胎土がやや 

青色を帯び ，袖 と露胎の境が 淡赤色に発色する。 本 例は越州窯系青磁の 系譜をひく白磁と 
  

考えうる。 

S  E  30C 図版 18-364 一 405,  図版 24)  364-383 は土師器 皿 。 364 ～ 366 が C  , 類 ， 373 が 

C 。 類 ， 367.368 が C, 類 ， 369-372.374 一 383 が D 。 類であ り，平安京 N 期中段階にあ たる。 

384.385 は土師器黄血であ り，それぞれ 径 9.0cm と 8.4cm をはかる。 386.387 は 穂輯 成形の 

土師器 皿 。 387 は底部外面に 回転糸切痕を 残し 386 はそれを撫で 消している。 色調は灰白 

色であ り，焼成が良い。 389.390 は土師器高林の 軸部 。 杯部と 鞘部の境が肥厚して 稜をも 

ち ，軒下半部に 縦方向の箆削りを 施す。 その結果， 389@ ま 19 面， 390 は 12 面の面取りがあ る。 

色調は淡補色であ り，焼成が良い。 391 忙 土師器 壺 または準の底部。 色調 は 茶褐色であ り， 

焼成が良い。 392-394 は瓦器 椀 。 392.393 は内面に密な ，外面にやや 粗い時文を施し ， 口 

綾 部内面に沈 線 があ る。 394 は整った断面姉角形の 高台をもち， 内面に丁寧な 磨ぎ， 外面 

に撫でを施す 小腕であ る。 395.396 は瓦器 盤 。 395 は内外面に， 396 は内面に磨きを 施すが， 

磨きを施さないものもあ る。 すべて 器壁 が厚く，休部が 弱く内 脅 して， 口 縁端部が水平の 

面をなす。 397.398 は須恵器すり 鉢 。 397 ほ 目縁端部が丸く ，播磨東部産の 須恵器すり 鉢 

とは異なる特徴をもっ。 398 は 口 縁端面が外面とほ ば 直角をなす。 399 は中国製の 黄袖鉄絵 

盤 の日録郎。 目縁 部 が外方に長く 張り出し， 口 縁端部上面に 目痕を残す。 400 は南蛮 手 陶 
  
器鉢 。 胎土に大粒の 砂粒を多量に 含み，色調は 明るい褐色を 呈する。 外面に右下がりの 叩 

きを施し小量の 煤が付着する。 401 は白磁 椀 。 器壁 が薄く， 口 綾部 は 素練で覚反する。 

袖調は黄 灰色を帯びる。 402 一 404 は白磁 皿 。 402 は 401 と同様， 黄 灰色を帯びた 粕調 であ る 

のに対して， 403.404 は胎土が よ り精良であ り， 粕 調は乳白色を 呈する。 402 は 目 縁端部 

が内 弩し 平底。 403 は 目 縁端部が内 弩し 見込みに 櫛 描き文を施す。 404 ほ口 縁端部が外 折 
  

し， 高い 輪 高台がっく。 見込みに 箆 ， 櫛描 ぎの花文を施し 景徳鎮窯の製品と 考えうる。 

405 ほ青 白磁 皿 。 見込みに 箆 ・ 櫛 描きに よ る崩れた花文を 施す。 本 遺構出土品 は 種類も出 

土量も多く，平安京 W 期中段階の基準資料となるため ， 次 章で別に考察を 加える。 

SDl2( 図 8-18-33, 図版 23)  18 一 25 は平安京 N 期首段階 - 中世京都 1 期古 段階ご 

ろの士師 器皿 。 26 は土師器黄血であ り， 径 9.5cm をはかる。 2.7 は底部外面に 回転糸切 痕を 
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もっ土師器 皿 。 色調は灰白色であ り，焼成が良い。 28 は土師器高林。 袖 下半部には面の 面 

取りを施し， 裾部 には 暁櫨 目を残す。 色調は灰白色，焼成が 良い。 裾の内面に煤が 付着す 

ることから， 杯部 が破損した後に 倒立させて，灯火器として 用いたことが 判る。 29 は 緑和 

二筋 壺 。 胎土 忙 石英・長石等の 砂粒を含み，色調は 明るい褐色であ る。 粕 調は淡緑色を 皇 

し 焼成が良い。 日録 部 と底部を欠失し 肩部と 祠部の 境と ，祠部の中位に 箆 描き沈 線 に 

よる二筋文を 施す。 頸部と肩部の 境には 凹 線を施し， 回 線の上端部が 弱い 凸帯 となる。 器 

形は肩が張り ，楢崎彰一が 12 世紀第 1 四半 紀 に比定する最古段階の 常滑三筋 壷に 近い特徴 

をもち，胎土は 京都市右京区小塩の 製品に類似する [ 楢崎、 78 コ 。 ， n0 は 灰 紬糸陶器の壺。 常滑 

の製品であ り， 目縁端部を つ まみ， 端 面を形成する。 31 忙 広袖 系 陶器 椀 。 高台をほとんど 

消失する。 32 は青白磁 輪花椀 ， 33 は見込みに 片 切り彫り花文を 施す白磁 皿 であ る。 以上の 

ように 本 遺構からは，土師器，陶磁器ともに 長期間にわたる 遺物が出土している。 

SD10( 図 9-34-51)  34 ～ 48 ほ 平安京Ⅲ 期 前段階一平安京 W 期中段階ごろの 土師器 

皿 。 49 は瓦器中椀。 内面に密な 箆 磨きを，外面に 撫でを施し，高台 は 断面姉角形であ る。 

50 は土師器羽釜。 51 は土師器 鉢 であ る。 

SKlZC 図 9-52 一 70)  52-69 は平安京Ⅳ期首段階にあ たる土師器 皿 。 70 忙 胎土に 砂 

粒をやや多く 含む土師器羽釜であ る。 

SD0g( 図 10-71 ～ 97, 図版 24)  71 ～ 85 は平安京Ⅳ期首段階～中世京都 1 期中段階ご 

ろの土師器 皿 。 86.87 は高林の鞘部。 それぞれ 12 面 と 13 面の面取りを 施す。 88 は玉縁ロ縁 

の 白磁 椀 。 89.90 は白磁椀の底部であ る。 91 は青白磁合子の 蓋。 92 は 緑粘 陶器。 軟質で淡 

緑色の粕がかかる。 93 は 灰 紬糸陶器 椀 ， 94 は広袖陶器中椀であ る。 95 は瓦器羽釜の 脚部。 

96 は瓦器 鍋 。 97 は瓦器 蓋 であ る。 

SEl6C 図 10-98 一 104, 図版 24)  100 一 104@ 平安京Ⅳ期中一新段階ごろの 土師器 皿 。 

98.99 は瓦器 椀 。 98 は 器壁 が厚く ， 幅の広い暗文を 内面に密に，外面にやや 粗に施す和泉 

産の瓦器 碗 であ る。 99 は断面が整った 三角の高台をもち ，見込みに螺旋 状 の靖文を施す。 

SE26( 図 11-105- 皿 5)  105- 口 3 は平安京 N 期中段階にあ たる土師器 皿 。 114 は土師 

韓藍。 胎土に 砂 粒をやや多く 含み，色調は 灰白色を呈する。 口 礒部付近の内面に 煤が付着 

し，灯火器の 蓋として用いられた 可能性を示す。 u5 は須恵器すり 鉢 。 口 縁端面が外面と 

ほ ぱ 直角をなす。 

SD13( 図版 19 Ⅱ 06 ～ 433, 図版 25)  406 一 425 は土師器 皿 。 虹 3 ほ C3 類 ， 406 一 409. 

414 一 416 は C5 類 ， 蛆 0 一町 2 .417-425 は D4 類であ り，平安京 N 期 新段階にあ たる。 426   
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42,T は土師器 受皿 であ り，それぞれ 径 10.2Cm と 8.hCm をはかる。 428 は土師器 鉢 ， 外面に粘 

土紐の継ぎ目を 残す。 429 は瓦器 椀 。 器壁 が薄く， 内面に @ ま 比較的密な 暗 文を施すが， 外 

面には押縁 部 付近にわずかに 施すだけであ る。 430 は応和糸陶器 椀 。 431 は白磁 輪花椀 。 

432.433 ほ 白磁椀の高台であ る。 本 遺構は溝であ るが出土品は 平安京 N 期 新段階の良好な 

資料であ るため， 次 章で別に考察を 加える。 

SEl8( 図竹 丑 16 ～ 134, 図版 25)  u6 ～ 127 は平安京 N 期 新段階ごろの 土師器 皿 。 128 

・ 129 は土師器黄血であ り，それぞれ 径 10.4cm と 9.7cm をはかる。 130 ・ 131 は 白磁 椀 。 いず 

れも 粕 調は灰白色を 皇する。 132 . 133 ほ 瓦器 椀 。 132 は内面にやや 粗い磨ぎ，覚面に 撫で 

を施す。 高台は断面姉角形であ り，作りが粗雑であ る。 133 は 口 緑郎が外反し 口 縁端部 

内面に沈 線 があ る。 内面には比較的密な 暗 文を施すが，外面には 口 綾部付近に粗に 施す。 

1,14 は須恵器すり 鉢 。 口 縁端面の撫でが 強く，外面とわずかに 鈍角をなす。 

S  D  23 下層 ( 図 11-135 ～ 143,  図版 25)  135 ～ 140 は平安京 N  期 前段階ごろの 土師器 皿 

を主とし， 同古 段階のものが 小量あ る。 lA エー 1A3 は 灰 紬糸陶器 碗 であ る。 141 は胎土が精 

良 であ り作りが丁寧であ る。 愛知県猿股山西南 麓 台駕 吐 群の製品と推定できる。 

SDli 下層 て 図版 19-434 一 441)  下層の第 6 層から出土した ( 図 3)0 434 一 441 は平 

安京 N 期 新段階ごろの 土師器 皿 であ る。 

S  D  Ⅱ中層 ( 図版 19-442 一 4f66,  図版 26)  中層の第 5 層から出土した。 442 ～ 454 ほ中 

世 京都 1 期首段階ごろの 土師器 皿 。 454 は底部外面に 墨書の痕跡を 残すが， 判読すること 

はできない。 455 は土師器羽釜。 456 は土師器育林。 軸部に 14 面の面取りを 施し， 裾部 に韓 

嘱目を残す。 色調は灰白色であ り，焼成が良い。 457 は瓦器 皿 。 見込みに鋸歯状の 暗女 を 

施す。 458 は瓦器 椀 。 高台は小さく ， 断面が姉角形であ り， 見込みに螺旋 状 の 暗 文を施す。 

459 は須恵器 究 。 頸部以下の外面に 右下がりの平行叩 き 目を残し， それより上には 削りを 

施す。 内面は撫で。 46(n は広袖 系 陶器 椀 。 休部から 口 綾部にかけて 直線的に低く 立ち上が 

り，高台は断面姉角形であ る。 461 は灰 紬糸陶器すり 鉢 。 462 は白磁壺の高台であ り，見込 

み周縁の粕を 蛇の目抜 に 掻き取る。 463 は玉縁日緑の 白磁 碗 であ る。 464 は白磁水注の 注口 

部 。 465 は岡安 窯 系の青磁 碗 であ る。 内面に 箆 描き 花 文と 櫛 描き電光文，覚面に 櫛 描 き 垂 

下文を施す。 466 は滑石製 石鍋 。 鍔がなく， 目縁 部 と破面に二次的な 研磨 痕 があ る。 

SDu 上層 ( 図版 20-467-526, 図版 27.28)  5D11 を埋める土器 溜 状の第 4 層から 

出土した。 467 ～ 514 は土師器。 484 が灰白色碗であ り， 他が茶褐色の 皿であ る。 467  . 468 

が C  5 類 ， 469-471 が C  , 類 ， 472 一 475  .477-481  .485 ～ 503 が D  , 類であ る 0  476  .482  . 
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図 ml  S  E26  (105 一 114-h 師器 ， 115 須恵器 ),  S  El8  (116 一 129+ 師器， 130 ・ 131 白磁， 132. 133 

瓦器， 134 須恵器 ),  5D23 下層 (135-140 土師器， 141 一 143 床 紬糸陶器 )  出土の遺物 
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483.504-51 Ⅱ ま n, 類であ るが D, 類の小型 皿 の 口 縁端部が丸くなったものと 考えうる。 こ 

れらは中世京都 1 期中段階にあ たる。 なお 503 は底部外面に 墨書があ る。 「一重」の文字を 

何度も重ねて 書 き， 他に「 陸 」の文字が判 続 でき，手習いのための 墨書と考えうる。 書体 

は 鎌倉末から南北朝朗に 多いものであ り，上級公卿の 手になるものではないとい                 

～ 514 は土師器黄血であ り，それぞれ 径 8.6cm, 8.4cm, 8.Ocm をはかる。 515.516 は瓦器 盤 。 

いずれも 器壁 が厚く，休部が 内 脅 して， 目 縁端面が水平をなす。 515 は 3 足があ り， 口 綾 

部付近の内覚面にわずかに 箆 跨ぎを施す。 518 は 口綾 部が内 弩 する瓦器羽釜。 517 は，この 

種の瓦器羽釜の 脚であ る。 519,520 は瓦器 椀 。 内面には粗い 暗文を施し，外面には 施さな 

い 。 両者とも岩壁が 薄く， 520 の高台は小さく ，断面は姉角形であ る。 521 ほ灰 紬糸陶器す 

り 鉢 。 胎土は精良であ り，高い高台がつぎ ， 土師器 よ りやや古い年代が 予想される。 522 

は 灰 紬糸陶器 椀 。 胎土が粗く，岩壁が 厚い。 523 一 525 は 龍泉 黒糸青磁 椀 。 内面に崩れた 片 

切り彫り花文を 施す。 526 は 同 宏業 系 青磁 皿 であ る。 本 遺構出土品ほ 中世京都 1 期中段階 

の良好な資料であ るため， 次 章で別に考察を 加える。 

SD03C 図 12-144 一 169, 図版 26.27)  144-151 は中世京都 1 期首段階 - 同新段階の 

土師器 皿 。 152 は土師器黄血。 径 9.2cm をはかる。 153 は鍔があ る滑石製百銅。 154.155 ほ 

須恵器すり 鉢 。 1,5f は須恵器 簿 。 157,158 は 灰 紬糸陶器 壺 。 常滑の製品であ り， ェ 、 57 は目縁 

端部をつまんで 端 面を形成している。 158 は 口 縁端部を外上方に 引き上げる。 159.160 ほ 

瓦器 椀 。 内面に粗い暗文を 施し外面には 暗 文を施さず，作りは 粗雑であ る。 161.162 は 

瓦器羽釜。 161 は目縁 部 が内 弩し 162 は目縁 部 が短く直立する。 163,164 は瓦器 盤 。 163 

は 器壁 が厚く， 目 縁端面が水平であ るのに対して ， 164 は 器壁 が薄く， 休部が覚反する。 

目 縁端面は丸 味 をもち，内側に 肥厚する。 胎土に 砂 粒を多く含み 炭素の吸着が 悪い。 165 

～ 1f67 は白磁 椀 。 168 は国安黒糸青磁 皿 。 見込みに 櫛 描 き 電光文を施す。 169 は 緑袖 陶器 盤 。 

見込みに 刻文 があ る。 胎土 は 中国製の 裾袖 陶器に類似し 袖調 はやや暗い緑色を 皇する。 

なお内面に型押しで 花 文を陽刻する 青白磁 椀 小片があ る。 

SE12( 図 13-170 ～ 175)  170 一 173 は中世京都工期首段階ごろの 土師器 皿 。 174.17R 

は 須恵器すり 鉢 。 目縁端面は外面とほ ば 直角をなすが ，内面の撫でが 強い。 

SE17( 図 13-176 一 183)  176 一 180 は中世京都 1 期首・中段階ごろの 土師器 皿 。 181 は 

瓦器 椀 。 182. 183 は須恵器すり 鉢であ る。 

S  E  19( 図 13-184 ～ 188)  184 ～ 186 ほ 中世京都 1 期中段階ごろの 土師器 皿 。 187 は瓦器 

椀 。 磨滅のため，暗女はわからない。 188 は内資する日録郎をもつ 瓦器羽釜。 
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図 l2  SD03  (144-152 土師器， 1S.@ 百銅， 154-156 須恵器， 157.158 床紬糸陶器， 

159 一 164 瓦器， 16h-167 白磁， 168 青磁， 169 緑粕 陶器 )  出土の遺物 



38 物 退 主 
SE11( 図 13 Ⅰ 89 ～ 199)  189-193 は中世京都 1 期中一新段階ごろの 土師器 皿 。 196 は 

底部外面に回転糸切り 痕をもつ土師器 皿 。 色調は灰白色であ り， 焼成は軟質であ る。 197 

， 198 は瓦器 究と鍋 。 199 は須恵器すり 鉢 。 口 縁端面が外面と 鈍角をなし， 丸味 をもつ。 

SE24( 図工 3-200 ～ 204, 図版 28)  200 は土師器 皿 。 201 は 底部外面に糸切 痕 をもつ土 

師器 皿 。 色調は灰白色で 焼成が良い。 202 は土師器羽釜。 203 は 灰 紬糸陶器椀の 底部。 204 

は玉縁 目 縁の白磁 椀 。 土師器の細片には 中世京都 1 期中段階ごろのものが 多い。 

S  D  06( 図版 21-527 ～ 563,  図版 29 、 )  527 一 555 が土師器。 534  .535 は灰白色の椀。 536 

は 淡 褐色の椀。 551  .552 は灰白色の受 皿 。 553  .554 は高台が付く 皿 B  。 他は茶褐色の 皿で 

あ る 0  527  .528  .532  .533  .537 一 540 が D5 類 ， 529  .541 ～ 546  .550 が D  6 類 ， 530  ・ 547 一 

549 が C, 類 ， 531 が C 。 類であ り，中世京都Ⅰ 期 前段階にあ たる。 土師器黄血 551.552 の径 

はそれぞれ 5.6cm, 5.7Cm をはかる。 また 皿 B の類例は，淀川水系沿 いと 瀬戸内地方にあ る。 

この時期，灰白色の 土師器がやや 比率を増し，土器法量の 減少が著しい。 555 は土師器 盤 。 

器壁 が厚く休部が 直線的で， 口 縁端面が水平をなす。 556 は瓦器 盤 。 胎土に 砂 粒を含み ， 

炭素の吸着が 悪い。 557 は瓦器羽釜。 目録郎が短く 直立する。 558 は須恵器すり 鉢 。 目 縁端 

面 が外面と鈍角をなし ，九球をもつ。 559 は応和糸陶器すり 鉢 。 560 は白磁水注。 粕調は濁 

った 乳白色であ る。 561 は白磁 皿 。 見込みに 片 切り彫り花文を 施し， 粘 調は乳白色であ る。 

562 は 龍泉 黒糸青磁 椀 。 粕 調は淡緑色であ り， 見込みに 片 切り彫りの崩れた 花文を施す。 

563 は滑石製百銅。 本 遺構出土品は 時期が遡る遺物を 小量含むが， 中世京都 1 期 新段階の 

良好な資料であ るため， 次 章で別に考察を 加える。 

SE15( 図 14-205 一 210)  205.207 は中世京都Ⅰ 期 前段階ごろの 土師器 皿 。 206 は底部 

外面に回転糸切 痕 をもっ土師器 椀 。 色調は表面が 茶褐色， 内部が黒色を 呈する。 208 ほ 瓦 

器 椀 。 内面に粗 い 靖文を施し，外面には 施さない。 209 は瓦器 鍋 。 210 は須恵器 突で ，目縁 

部は口 N 」 字 状であ る。 

SD08C 図 14-2 Ⅱ 一 222)  2 Ⅱ -215 ほ 中世京都Ⅱ期首段階ごろの 土師器。 21 、 @ ， が 灰白色 
碗 であ り，他は茶褐色の 皿であ る。 216.217 は土師器高林の 軸部 。 218 は瓦器 鍋 。 219 は 瓦 

器盤 。 220 は須恵器 究 ， 22m は 灰 紬糸陶器 椀 ， 222 は白磁碗であ る。 

S  K  l0C 図版 21-564 一 594.  図版 30)  564 ～ 592 が土師器。 564-569  .572 一 582  .588 ～ 

590 が E  , 類 ， 570  ・ 571  .583 が E  3 類 ， 584-587  .591  .592 が E  , 類であ り，中世京都Ⅱ期中 

段階にあ たる。 564 ～ 583 は色調が赤褐色を 呈する 皿 。 584 一 592 は色調が灰白色を 呈する 椀 。 

このうち， 590 一 592 は凹み底心 碗 であ る。 593 は瓦器 鍋 。 目縁部の屈曲が 弱い。 594 は玉縁 
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図 ]5  5  E12  (170-173 土師器， 174.175 須恵器 ),  5  E17  (176-180 土師器， 181 瓦器， 182.183 

須恵器 ),  5  E19(184-186-h 師器 ， 187.188 瓦器 ),  5  E11  (189 一 196+ 師器，   197.198 瓦 

器， 199 須恵器 ),  5  E 笏 (200-202 土師器， 203 床紬糸陶器， 204 白磁 )  出土の遺物 
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口 縁の白磁 椀 。 なおこの時期の 土師器に体な う 白磁は口禿げの 腕 ・皿であ ることが多く ， 

玉縁目録が共 伴 する例は少ない。 本 遺構出土品は 土師器が主体をなすが ，中世京都Ⅱ期中 

段階ごろの良好な 資料であ り， 次 章で考察を加えることにする。 

SK08( 図工 4-223 ～ 232, 図版 30)  223 ～ 230 は中世京都Ⅱ期中～新段階ごろの 土師器。 

このうち 223 . 224.228 . 229 は色調が赤褐色の 皿， 226 .227 . 230 は色調が灰白色の 椀で 

あ る。 225 ほ 灰白色の受 皿 であ り径は 8cm をはかる。 SKlo 出土の土師器 皿 ・ 椀と本 遺構 

出土品とを比較すると ，大型の皿 は口 緑郎に施した 横 撫での下端部が 肥厚し，以下の 指 押 
  

えが強まる。 また大型の椀に 法量が分化する 傾向が顕著となり ，凹み 底 小腕の目縁 部 が直 

線的になるなど ， SKl0 よ りやや時期が 降る要素をもつ。 231 は 瓦器 鍋 。 目録郎 02 段の 

屈曲が弱い。 232 は須恵器すり 鉢 。 口 綾部が上下に 拡張する。 

SD23 上層 ( 図 14-233 ～ 237)  233 ～ 236 は中世京都Ⅲ 期 新段階ごろの 土師器 皿 。 237 は 

口綾 部が長く直立する 瓦器羽釜。 下層出土品とのあ いだには年代の 隔りがあ る。 

SD24( 図工 5 づ 38 ～ 257, 図版 31)  238 ～ 252 ほ 中世京都Ⅲ 期 前段階ごろの 土師器。 238 

一 249 は 皿 。 色調は淡茶褐色であ る。 250 ・ 251 は 土師器 小 椀の形態を留め ， 色調は淡芥視 

色 であ る。 252 は日録 部 の 横 撫で下端部の 肥厚が顕著であ り， 以下の部分に 強く指押えを 

施す。 色調は濃茶褐色であ る。 253 ～ 257 は 瓦器羽釜。 すべて体部が ，やや 外 傾して立ち上 

がり， 日録 部 が長く直立する。 口径は 31 ㎝双後， 26Cm 前後， 24 ㎝双後の 3 種があ る。 

第二次調査 区 AS . A6 層 ( 図工 6-258 ～ 282, 図版 32-596 一 599, 図版 33)  AS . A6 

層およびそれに 相当する層からは 平安京 N 期 ～中世京都 1 期を中心とする 土師器をはじめ 

として，多くの 種類の遺物が 出土している。 これらはきとまった 時期のものではないため ， 

このうちの中国製陶磁器をとりあ げることにする。 258 ～ 260 は玉縁日縁の 白磁 椀 ， 261, 

262 は 目 縁 部 が外反する白磁 椀 ， 263 .264, 597 は白磁 皿 。 265 は 器形 が不明の白磁底部。 

底部外面が柿色に 発色しそのほかの 面には乳白色の 粕がかかる。 266 ～ 269 は白磁椀の底 

部。 266 は見込み周縁の 粕を蛇の目伏に 掻き取る。 269 は 器壁 が薄く内面に 櫛 描き文を施す。 

粕 調は澄んだ乳白色であ る。 270 ・ 271 は白磁 壷 の目縁 部 。 596.272 は白磁壺の底部。 596 

は高台が断面梯形であ り， 露胎が 淡黄色を呈する。 胎土の色調は 白く， 粕 調は乳白色であ 

る 。 底部外面に墨書があ るが判読できない。 272 は底部外面に 稜をもち， 露 胎の部分が赤 

く発色する。 胎土の色調は 灰白色であ り， 粕調は青 味を帯びる。 273 は外面に垂下文を 施 

す白磁底部。 274 は青白磁口耳 壺 。 層部に片切り 彫りの文様を 施す。 598 ほ青 白磁 輪花椀 。 

休部内面に崩れた 片 切り彫り花文と 櫛 描き文を施す。 599 ほ青 白磁 皿 。 見込みに 片 切り 彫 
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図 14  S  El5  (205 一 207+ 師器， 208.209 瓦器， 210 須恵器 ),  SD08  C2l1-217 土師器， 
218.219 瓦器， 220 須恵器， 221 床紬糸陶器， 222 白磁 ),  5K08  (223-230 土師器， 

231 瓦器， 232 須恵器 ),  5D23 上層 C233-236 土師器， 237 瓦器 )  出土の遺物 
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図 ]5  5D24  (238-252 土師器， 2h3-257 瓦器 )  出土の遺物 
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図 ]6  A  S  . A  6 層 (258-273 白磁， 274 青 白磁， 275-282 青磁 ),  A  Z    A  3 層 

(283-287 青磁， 288 白磁 ),  擾乱層 (289 青 白磁 )  出土の遺物 



44 遺 物 

りと 櫛描 ぎの文様があ る。 275 は岡安黒糸青磁 椀 。 外面に片切り 彫り蓮弁 文 を描 き ，蓮弁 

内に 櫛 描き垂下文を 充填する。 休部内面には ， 櫛 ・ 箆 描きの崩れた 花文を施す。 袖調は緑 

褐色を皇する。 27f は青磁 輪花椀 。 無文であ り， 袖 調は暗緑色を 呈する。 277,278 は岡安黒 

糸青磁 皿 。 粕 調は濃緑色。 279 は黄緑色の神調を 呈する青磁 椀 。 外面に 櫛 描 き 垂下文，内面 

に箆 描き螺旋文を 施す。 280 は無文の青磁 椀 。 粕 調は濃緑色であ る。 281.282 ほ龍泉 黒糸 

青磁 椀 。 内面に片切り 彫りと 櫛 描きとに よ る崩れた花文を 施し， 粘調は明 緑色であ る。 

第 i 次調査 区 A2. A3 層 ( 図 16-283 ～ 288)  A2 . A3 層およびそれに 相当する層か 

らは中世京都Ⅱ期を 中心とする土師器ほかが 出土しているが ， A5 , A6 層と同様，時期 

にまとまりがない。 283 は 龍泉 黒糸青磁 椀 。 外面に 櫛 描き 文 ， 内面に片切り 彫りと 櫛 描き 

とに よ る文様を配し ， 粕 調は 緑 灰色であ る。 

284 は 口 綾部が内傾する 青磁であ り， 粕 調は暗緑色であ る。 285 は青磁 輪花椀 。 暗緑色の 

粕 調を呈する。 286 も青磁 輸花碗 であ るが，内面に 白土を象嵌して 垂下文を描く。 胎土は 

暗青色， 袖 調は暗緑色であ り，朝鮮 製 青磁であ る可能性が強い。 287 は青磁 椀 0 ， 288 忙 白 

磁壺の底部であ る。 

なお 289 は 撹 乱された土層から 出土しているが ， これは見込み 周縁に円圏を 施し 体部 

内面を垂線で 6 区画して内面に 型押しで陽刻 花 文を配する青白磁 碗 であ る。 花支 は，型押 

しが弱く実測できない 部分があ るが，残された 破片では内面の 全面に施している。 

3  金属 器 ，土製品，石製品 

金属 器 としては，鋲釘 と 青銅製の火舎香炉・ 椀 。 皿が出土した。 土製品は土製 円塔と 近 

世の伏見人形・ 泥 面子，石製品は 硯，百銅，砥石などが 出土した。 ここでは古代 - 中世の 

遺物のうち，前節で 述べた百銅 は ついては省略し 残りのものについて 説明する。 

火舎香炉・ 椀 ・ 皿 各 1 点ずつ合計 3 点であ る。 建物 SB0l の北西で A3 . A4 層発 

掘途中検出した 小土坑から一括して 出土した ( 図版 t6-1) 。 火舎香炉の火炉部に 忙 灰が 充 
  

潤 していた。 出土状況からみて ， 溝 SDll が 揮 った後に一括して 埋納 されたものと 考えう 

る。 火舎香炉は厚さ 0.lficm と薄手の鋳造 製で ，総高は 9.3cm, 戸外径は 12.6 ㎝であ る ( 図 17 

-f600, 図版 33) 。 蓋は 3 段に段をなし ， 頂上に宝珠 鉗 がつぎ， 銃座には 2 本一対の凸 線 が 

めぐる。 蓋の上段には 3 カ所に 3 個一組の猪口 形透 しがあ り，中段には 上段の透しのあ い 

だ 3 カ所に 1 個ずつの 猪 日形 透 しを配している。 火炉上端には 幅 lnm の鍔がつぎ，その 内 

側に低い受 部 が立つ。 火炉側面の中央と 下端には 2 本一対の凸 線 がめぐる。 そして， 炉底 

には 細 づくりの猫足 3 個を下方から 鋲で留めている。 同様の火舎香炉としては ，京都市左 
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東区化育別所第 1 次調査第 1 号経塚出土品 [ 魚道・ 梅 

原 23 コ ，和歌山県西牟婁郡白浜町出土品 [ 奈良国立博 

物館 77 コ，同東牟婁郡那智勝浦町那智経塚出土品 ( 石 

田 。 ・ i7 コなどがあ る。 前述の花 背 別所第 1 号経塚から 

は 仁平 3(1153) 年の銘のあ る経筒 と筒形 厨子が出土 

しており， この種の火舎香炉が 製作された年代の 一   
点を示している。 前述した 3 遺跡出土の火舎香炉は 

器 形 ，法量ともよく 類似している。 今回の出土品は 

それらと 器形は 同様であ るが， 総高， 口径とも 1.9 

cm ずつ大きい。 一方，平安京左京四条 一 坊の溝 Sn 

-3 灰褐色 混礫 泥砂層 (13 世紀末・ 14 世紀初頭まで 

の堆積層 ) から出土した 火舎香炉の蓋は ， 高さ 3.8 600 

cm, 口径 6.8cm とこれに比べてかなり 小型であ り， 

かっ背が高く ， 鉗も大きい。 蓋は 3 段に段をなし ， 

中段に鳥と雲の 文様，下段に 花文を 線 刻している 
      
      "602 

[ 平安京調査会 75 コ。 この型式の蓋 は 平安末期以後に     5 ㎝ 
出現することは 石田茂 作 がすでに指摘している [ 石 図 ]7  火舎香炉，六器 

田 ， i7 コ 。 したがって今回の 出土品 は 鎌倉後期まで 降るものではなく ，在昔別所第二次調査 

第二号経塚出土の 火舎香炉より 大 ぎめであ ることから， 115, 汗をやや遡る 年代をも含めた 

年代 幅 に収まるであ ろう。 

椀は体部上半を 欠損しており ，高台の径は 6.2 ㎝， 底部からの立ち 上がり は 丸みをもっ 

ている ( 図 17-601, 図版 33) 。 素文で ， 厚さは 0 ・ 13cm と薄い。 皿は 高台とその両側の 底部が 

lcm ほど残っているだけであ る ( 図 17-602X 。 底部は椀と比べて 平たく休部の 立ち上がりは 

みられないので ， 皿と 考えた。 高台の径は 5.6cm, 厚さは 0. ェ ， iou と薄い。 以上の 3 点は密 

教法具の火舎香炉と 六器の椀とその 白血にあ たる。 3 点とも岩壁が 薄く，同時代の 製作と 

考えうる。 これらが 埋納 された時期は 溝 Smll が埋 ったのちで， 13 世紀後葉ごろであ る。 

土製 円塔 直径 4.6cm, 高さ 2.4cm の半球形の塔 身部 が工点出土した ( 図版 32-603) 。 鍔 

の部分はまったく 残っていず， 塔身と 鍔の接合部に 打欠いたような 痕跡が 10 カ所みられる。 

塔身部 凸面にはみかげの 粕調 が淡緑色を皇する 袖を施すが，底面には 施 粘せず，丁寧な 撫 

で調整 痕 が残っている。 塔身 側面の一部に 縦方向のシ フ がみえる。 土製 円塔は ，京都市左 
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図 18 石 製 品 

東区法勝寺跡 [ 西田 25, 木村・ 畑 ・上原 75 コ，同尊勝寺跡 ( 杉山・岡田 61), 同点大医学部構内 

AOl8E[ 東 大理文研 79 コ，平安京右京土御門木造 [ 鳥羽離宮 跡 調査研究所 7f コ ，奈良県高市 

郡 坂田村宮古 ( 石田 27 コ などで出土している。 そのほか平安宮内や 京都市伏見区鳥羽離宮 跡 
  

でも出土しているらしい。 603 は， 型入れで成形することと 緑粕を施粘 することで， 東 大 

医学部構内，法勝寺跡，尊勝寺跡出土 側 に最も近い。 塔身 側面に縦方向のシ フ がみえる点 

は京大医学部構内出土 例 と同様で，法勝寺跡，尊勝寺跡出土 側 にはみられない 特徴であ る。 

一方，右京土御門 木 辻出土 側 は 暁 醸成形で底面に 糸切 痕 が残っており ， 無粕 であ る。 以上 

のように，土製 円 塔は畿内，・ 特に平安京およびその 周辺で多く出土する 遺物で，時代は 平 

安後期を中心とする 時期であ ると考えられる ( 石田 27 コ。 型式は何種類かあ るよ う であ るが， 

緑粘 のかかった 型 入れの土製 円 塔は白河の地に 集中して出土しており ，大治 3(1128) 年 ， 

白河法皇が供養した 18 万 墓 の阿堵 ( 西田 25 コ にこれがあ たる可能性が 強い。 

硯 遺構から出土した 硯は 1 点で， SD0g から出土した ( 図 18-604L 。 石材は粘板岩で ， 

ほぱ 実形であ る。 側面には，ごくわずかに 打火 ぎ 調整面が残っている 以外，すべて 使用面 

に 対して直角方向の 磨き調整を施す。 海は浅く，裏 面は多方向から 磨いている。 中世京都 

Ⅰ期中～新段階の 土師器 と伴 出した。 

砥石 遺構から出土した 砥石は 3 点で， 石材はすべて 黄褐色の粘板岩であ り， 605 と 

606 が 5D11 上層， 607 が 5D06 から出土した ( 図 18)0 605 と 606 は長方形の砥石で ， 605 ほ 

片面， 606 は両面に使用 痕 があ る。 607 は不整形の砥石で ， 両面とも磨滅している。 605 と 

606 ほ 中世京都 1 期中段階， 607 は中世京都 1 期中一新段階の 土師器 と伴 出した。 

4 頁 類 

発掘調査区からは ，軒丸瓦 21 点，軒平瓦 4h 点をほじめ多数の 平瓦・丸瓦が 出土した。 こ 

のほか特殊なものとして 瓦製 円板， 緑粕 丸瓦があ る。 瓦の大半ほ n5 層から出土し 特定 

の建築遺構に 体な う ものではない。 なお軒瓦の出土地点，出土状況については ，表 3 を 参 

照 されたい。 
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(n) 軒丸瓦 ( 図版 34.37.38) 

蓮華文軒丸瓦 (1 ～ 7)  1 . 2 は単弁八葉の 蓮華文軒丸瓦で ， 弁を凸 線 で囲み，分間 

に忙 珠 文を置く。 その外側には ，二重の圏 線 がめぐる。 瓦当裏 面には 指 押えの痕跡を 残す。 

尊勝 寺 62 型式 ( 杉山・岡田 6lP  L  36 コ ・烏丸 線内 N0.34-42[ 烏丸調査会 80 図版 29 コ は同箔と 

思われる。 尊勝 寺 ・烏丸 線側 で忙瓦当が楕円形をなしている。 

3 . 4 は箔の磨耗が 著しいため，文様が 不明瞭であ るが， 円 勝手出土の同絶倒 ER 叩 09 

( 円勝 寺発掘調査団 72P82 コ にょ れば，優介五葉蓮華文であ ることが判る。 内匠 には小型の 

五葉の花弁を 置き，覚因 に Ⅱ個の珠 文 をめぐらせる。 目勝寺 側 では瓦当は楕円形を 示すが， 

本 例は円形であ る。 同 範例 は ， 円勝 寺のほか鳥羽離宮 D1 ( 糸田谷 68 第 33 図コ・ 延勝寺 ( 六勝 

寺研究会 72P10 コなどがあ り， この箔が頻繁に 使われたことが 判る。 

5 は箔の打ち込みが 弱く，瓦当面が 磨耗しているため 文様が不明瞭であ る。 範キ ズ から 

平安宮朝堂院 例 ( 平安博物館 77P228-217 コ が 同胞と考えられる。 朝堂院例から ， 中扉 に 1 

+6 の蓮子，覚圧 に 16 個の珠文を配する 複弁 八葉蓮華文であ ることが判る。 

6 は大型の中扉に 大粒の i 千 8 の蓮子をもつ 八葉蓮華文軒丸瓦で ，分間の経線を 表現す 

るのみで子葉や 花弁を省略している。 

7 は 1 千 5 の蓮子を 3 本の圏 線が 囲み，小型の 花弁をもつ優介十三葉蓮華文であ る。 瓦 

当面には砂粒が 付着しており ， 須 志賀に焼成されている。 尊勝 寺 22 型式 ( 杉山・岡田 61P 

L35 コ ・ 円 勝手 SR 印 22( 目勝寺発掘調査団 72P86 コ ・六勝寺 SWA0g( 六勝寺研究会 76 図 

7 コ と 同館。 

宝相華 文 軒丸瓦 (8)  断面半球の中扉部を 持ち，四方に 特殊な花弁を 展開させる宝相 

華 立 であ る。 分間には細い 蔓 状の細線が走り ，それが数本紅分岐して 空間を埋めている。 

鳥羽離宮から 同文が出土している [ 杉山 69 図版 8-C2) コ 。 

日文軒丸瓦 (9 ～ 16)  9 .11 は 左 廻り ， 10 は 右 廻りの 巴文 ，尾を細長く 引く。 12-14 

は日文の外側に 珠 文を配するもの。 いずれも瓦当裏 面に指押えの 痕跡を残し，覚縁と 瓦当 

裏 面との境目は ，角 ばらない。 焼成はややあ まく 黒 灰色を皇する。 15.16 は 須恵 質を呈し 

15 は黒光りしている。 やや大型で外 区 の 珠 文も大きく，瓦当裏 面には不定方向に 撫でが施 

されている。 

(2)  軒平瓦 ( 図版 35  .36  ,39 一 42) 

唐草文軒平瓦 C17 ～ 30)  17 は狭い内匠 に 唐草文，外因には 珠 文を配するもので ， 瓦箔 

よりも瓦当面が 小さいために 下の珠 文 が見えない。 平瓦部凸面と 瓦当部のなす 角 ( 瓦当色 ) 
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が 大きく， 顎 部下端は横方向の 箆削り，頸部から 平瓦部凸面にかけては 横 撫でを施す。 尊 

勝 寺 174 型式 [ 杉山・岡田 6lPL39 コ ・ 円 勝手 SR-174( 円勝 寺発掘調査団 72P90 コ はこれと 

同箔 であ る。 京都大学北部構内 BE2gE からも 同箔品 が出土している ( 東 大理文研 79 第 29 

図 Ⅱ 93 コ 。 

18 一 20 は瓦当面左上から 4 回反転する帰付唐草文で ，すべて同胞であ る。 17 と同じく瓦 

当面が小さいため 唐草の流れの 中断が起っている。 瓦 箔の磨耗が著しく 後箔の製品であ る 

と考えられる。 瓦当部成形技法のよくわかる 20 を観察すると ，平瓦 広 端部の凸面側に 別 粘 

土を貼り付けて 瓦当部としていることが 判るが，その 他がすべて， この技法に よ るものと 

は いえないようであ る。 顎 部下端は横に 箆 削り，頸部 は 横に撫でを行ない 調整するものが 

多い。 法勝寺 ( 木村・ ハ ・上原 75 図 21-18 コ ・栗栖野瓦窯 [ 西田・梅原 34 図版 21-4, 木村 30 

第 4 図工 6,m) コ などから 同 絶品が出土している。 

21 . 22 は前述のものと 同趣 の 偏行 唐草文で，瓦当面は 小さく 瓦 箔も磨耗している。 瓦当 

部は ，平瓦の広端部を 凸面側に屈曲させ ，主に凹面側に 別粘土を補充して 成形しているた 

め瓦当色 が 大きい。 顎 都下端 忙 横方向の箆削りによって 調整する。 尊勝 寺 195 型式 [ 杉山・ 

岡田 f6lPL40 コ・ 円 勝手 SR-195 円 勝 寺発掘調査団 72P90 ・ gU . 豊楽院出土 例碓藤 68 図 

版 14-30 コと岡 箔で 栗栖野瓦窯の 製品であ る [ 西田・梅原 34 図版 14-4] 。 京都大学北部構内 

BE33E からも出土した 涼大調査会 77 図版 42AT20 コ 。 

23 忙偏行 唐草文と思われるが ，瓦当面が荒れていて 文様は不明瞭であ る。 顎 部下端は横 

方向の箆削り ，頸部は撫でによって 調整を行なっている。 

24 は特異な中心 飾 をもっ均整唐草文で ，瓦当部の成形技法 は 23 と同様と思われるが ， 瓦 

当 裏 面から頸部にかけて 調整を省略している。 鳥羽離宮 Gl ( 細谷 f6B 第 34 図コ や法 金剛 院 B 

KNl ( 中谷 70 第 56 図 25 コ 忙 ， 同文意匠 のものであ る。 

25 は左から右へ 向かう太い帰付唐草文で ，平瓦の端部を 折り曲げて瓦当部を 成形してお 

り 瓦当面の突出した 部分に布目 痕 が残る。 顎部 ，瓦当裏 面は横に撫でを 行ない，折り 曲げ 

の 際 生じたシ フ は指で深い撫でを 施し消し去っている。 焼成はあ まい。 

2f は瓦当面の残りが 悪いためよくわからないが ，退化した唐草文であ ろう。 25 と同様の 

方法で瓦当部を 成形している。 頸部のつげ根には 曲げ ジヮ を残し，凹面側の 屈曲部は丸く 

布目が瓦当面に 連続する。 

27 は小片であ るが唐草文と 思われる。 平瓦端部を折り 曲げて瓦当を 作っている。 曲げ ジ 

ヮ の付近は撫でを 行なってはいるが ， これを十分消すに 至っていない。 瓦当上端部は ，箆 
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削りが施されている。 焼成はあ まく，赤褐色を 皇する。 

28.29 は同文典箔の 均整唐草文で ， C 字 対向型を中心 飾 とし，蕨手を 左右に三葉反転さ 

せている。 瓦当部上端からやや 下方に平瓦部が 取り付き，平瓦部を 包み込むように 瓦当部 

を 成形している。 瓦当上面から 凹面にかけて ， また頸部下端から 瓦当部にかけては ， とも 

に横方向の撫でによって 調整を行なう。 須 志賀に焼成されており ， 2W は紬がかかり 黒光り 

する。 28 では平瓦部凹面に 糸切 痕と 布目痕を残し 凸面には格子叩きの 痕跡がかすかに 残 

る 。 高砂市 魚橋 瓦窯・尊勝手 ( 杉山・岡田 61 別表 2-239 型式 コ ・安楽 寿院 比定地 [ 中村 25 図 

版 24-4 コ から同文具 箔が 出土している。 

30 は均整唐草文と 思われる。 28 と同じ瓦当成形 法 によっているが ，接合する平瓦の 端部 

凸面に キズ をつげて接着を 容易 に している。 焼成 堅敏で須 志賀であ る。 尊勝 手 250 型式 [ 杉 

山 ・岡田 61 別表 2 コと司 趣で ，高砂市 魚橋 瓦窯出土 瓦 にも類 品 があ る。 

宝相華 文 軒平瓦 (31 ～ 35)  31 は 半裁礼文を中心 飾 にして，蔓 草状の唐草を 左右に反転 

させている。 焼成堅紙， 須 志賀で黒光りする。 尊勝手 270 型式 ( 杉山・岡田 6lPL40 コを逆 

転 したものであ る。 

32 は双脚状の蕨手のつく 花 文を中心筋とし ，唐草を左右に 反転させたものと 思われる。 

尊勝手 268 型式 ( 杉山・岡田 6lPL40 コ ・ 法 金剛 院 BKNl2[ 中谷 70 第 56 図 38 コはこれに類似 

する。 

33 は宝相華文を 中心筋とし，特異な 花文を 5 単位ずっ左右対称に 配するもの。 瓦当部成 

形法は不明であ る。 平瓦部がほ ば 完存し， 縦位 の 縄 叩き後，左上から 円 孤を描く縄目叩き 

を 施している。 醍醐寺境内 ( 鳥羽離宮 跡 調査研究所 7f 第 16 図 -22¥ から同文が出土している。 

34 は梅鉢状の花文を 中心 飾 とし，退化した 蕨手を反転させたもので ，平瓦端部を 折り曲 

げて瓦当部を 成形している。 瓦当裏 面は縄目叩きを 行なっている。 亀岡市王子瓦窯出土品 

( 安井 660 第 98 図工 2 コ に 類似する。 

35 ほ 34 の中心飾を連ねたものと 考えられる。 ， i4 と同じ瓦当成形 法 によっているが ，瓦当 

裏 面は横方向の 撫で， 顎 部下端は箆削りで 調整している。 

幾何学文軒平瓦 (36)  36 は斜格子女 で 瓦当面を飾るものであ るが，瓦当面に 対して 瓦 

箔 の横幅が小さい。 瓦当角は大きく ， 21 .22 と同様の瓦当部成形 法 と考えられる。 瓦当 裏 

面から平瓦部にかけては 横方向に撫でを 行なっている。 

日文軒平瓦 C37 一 40)  37 は 三ツ 巴の連日文 で ，平瓦の凸面側に 粘土を補って 瓦当を成 

形している。 瓦当裏 面から平瓦部にかけては ， 指 押えと撫でによって 調整する。 
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38 は yi と同じ 連巴文で， 顎の幅が広く ，平瓦部も厚い。 瓦当成形法は 不明であ るが 顎部 

は箆 削り，頸部は 撫でによって 調整する。 平瓦部凸面には 細かい縄目叩きがみられる。 

39.40 は 右 廻りの 己 と 雁 とを交互に配する 雁 日文であ る。 瓦当面が平瓦に 対して鈍角を 

なす。 顎 部下端は箆削り ，瓦当裏 面から頸部へは 撫でを施す。 40 は特に薄手で 小型，撫で 

調整を行なった 平瓦凸面に簿記号があ る。 

剣頭立軒平瓦 (41 一 46)  46 は中央に左廻りの 巴文 を置 き ，左右に剣頭文を 3 個ずっ配 

する 剣巴文 。 瓦当角は直角で ，瓦当上端部は 箆削りを行なって 斜めの面に仕上げている。 

曲げ ジヮ は 指 押えによって 消去している。 残存する平瓦凸面には 指 押えが著しく ， 箆 記号 

がみられる。 

41-45@ 皿 6 と同じく平瓦端部を 折り曲げて瓦当部を 成形する剣頭立軒平瓦で ， 41.42. 

45 では瓦当文様の 突出した部分に 凹面から連続する 布目疾が顕著に 残る。 折り曲げに よ る 

シヮ は， 指 押え (42,45) もしくは撫で (41.43.44) によって消去する。 瓦当上端 は， 斜め 

に箆 削りを施す。 平瓦凸面は，縄目叩きがみられるもの (41) 以外は，全面を 指押えと撫で 

によって調整し ， 顎 部下端は， 箆 削りを行なう。 42 は凹面に ( 図 21-5), 40 ・ 43 は凸面に 

( 図 21-4 . 1) にそれぞれ簿記号があ る。 

C3)  丸瓦・平瓦 ( 図 19.20) 

調査 区 出土の平瓦・ 丸瓦のほとんどは ，小片で完形見はなく ，それらが使用された 建築 

物から移動し 堆積したものと 考えられる。 平瓦は A ～ H の 8 種，丸瓦は A ～ C の 3 種に分 

類した。 

丸瓦 A  玉縁付の大型の 丸瓦であ る。 凸面に叩きの 痕跡はなく，横方向に 丁寧に撫で 

調整を行なっている。 側面は一面で 成形され，分割痕は 認められない。 凹面には糸切 痕と 

細かい布目 痕 が残っている。 胎土には砂粒は 含まず，焼成も 良く灰白色を 呈する。 玉縁端 

の径 12cm, 外径は 16cm, 厚さ 2 ㎝。 

丸瓦 B  玉縁付の小型の 丸瓦であ る。 凸面には縦方向に 細かい縄目叩きが 認められ， 

玉縁部外面のみに 撫で調整を行なっている。 側面は箆削り ，凹面側の側 縁 には面取りを 施 

す。 凹面の布目は 細かく，玉縁部で 少し シヮ が生じている。 灰白色で胎土には 砂粒を含む。 

玉縁端の径 gcm, 外径 ェ 0.5 ㎝ ， 厚さ 1.5cm 。 

丸瓦 C  丸瓦 A . B が粘土板を用いているのに 対し，粘土紐を 型に巻ぎつげて 円筒 と 

なし，玉縁部を 削り出して作っている。 玉縁部の凹凸両面は 横方向の撫でによって 調整を 

行 ない，端部は 丸く仕上げている。 凸面は縦方向に 箆 削りを行ない ，凹面は縦に 撫でを 施 
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しているが，粘土紐の 継ぎ目を完全に 消し去ってはいない。 須 志賀に焼成されている。 外 

径 14cm, 厚さ 2Cm 。 

緑紬 丸瓦 ( 図版 38 Ⅱ 7)  赤褐色に焼成された 玉縁 付 丸瓦の凸面に 緑 紬 をかけたもの。 施 

粕は玉縁部，側面には 原則として及ばない。 凸面には縄目叩きが 少し残る。 凹面の布目は 

細かく，玉縁部 モ シ フ を生じている。 側面は一面で 成形されている。 厚さ 2cm, 外径 14cm 。 

緑 袖瓦は平安京では ，平安宮，東寺，西寺，仁和寺，法成寺などの 平安前期・中期にお 

げる宮殿 官街 ，官寺，有力寺院において 使用された。 またその瓦窯も ，栗栖野，小野，河 

上，鎮守 庵 ，醍醐の森， 森ケ 東などにあ ったことが判明している ( 木村 77 コ。 しかし平安後 

期の六勝寺関係の 遺跡では出土をみない。 同様の緑 袖 丸瓦は，京都大学北部構内 BE33 区 

からも出土している 涼大調査会 77 コ。 

平瓦 A 類 厚さ 2.0 一 2.5 ㎝の平瓦で，凸面は 縦方向の撫でによって 調整を行なってい 

る。 凹面には，比較的細かい 布目疾が残るが ，一部に縦方向の 撫で施すものがあ る。 焼成 

は堅 敵 で 須 志賀であ る。 

平瓦 B 類 凸面に格子叩きを 施すもので， 叩 ぎには正格子・ 斜格子など，数種類あ る。 
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いずれも細長い 叩き板を， 側縁 と平行に用いたものと 推定される。 凹面には糸切痕や 比較 

的荒い布目痕を 残すが，縦方向に 撫でているものもあ る。 胎土に 砂 粒を含むものもあ り， 

須 悪質に焼成され 青灰色のものが 多い。 厚さは 2.Ocm 前後であ る。 

平瓦 C 類 凸面に平行叩きを 施したもの。 凹面には ョ戸 常に細かい布目痕や 糸切 痕 が残 

る 。 胎土には黒い 砂粒を含む。 須 志賀に焼成されており ，和がかかって 黒光りするものも 

あ る。 厚さは 2.0-2.5cm で，やや 厚 めであ る。 

平瓦 D 類 1.5 ㎝双後の薄手小型の 平瓦で，胎土には 小石や砂粒を 多く含む。 色調 は 

黒 灰色，黄白色など 様々であ る。 焼成もややあ まく，胎土の 関係から表面が 平滑でなく， 

糸切痕や布目疾もあ まり明確でない。 凸面，凹面とも 横方向に 箆 削りを行なっているため ， 

砂 粒が動いた形跡が 認められる。 その上に格子 目 叩きを施しているが ，これも明瞭にほ 残 

っていない。 叩き板の形状と 叩 き 方は，平瓦 B 類 と同様と考えられる。 京都大学北部構内 

BG36E 平瓦Ⅱ b 類に相当する ( 上原 78b コ 。 

平瓦 E 類 平瓦 D 類 とほぼ同様の 方法で製作されているが ，凸面の叩きは 縄目による 

ものであ る。 しかし縄目は ，非常に不明瞭であ る。 凹凸両面とも 表面に 砂 粒が付着し離 

れ 砂として使用したものであ ろう。 厚さ 1.5cm 前後のものであ る。 BG36 区平瓦Ⅱ a 類に 

相当する。 

平瓦 F 類 整然としたやや 太めの縄目が 縦方向に走るもの。 胎土には， 砂 粒を含み， 

須 志賀に焼成されている。 凹面には，糸切痕や 布目痕を残すものもあ るが，撫でを 縦方向 

に 行な う ものもあ る。 凹凸両面に離れ 砂が付着する。 厚さは 2 ㎝双後。 BG36E 平瓦 I b 

類 に相当する。 

平瓦 G 類 凸面にはやや 太目の縄目が 縦方向に走るが ，極めて不明瞭であ り，糸切 痕 

のみえる場合があ る。 凹面には糸切痕や 布目 痕 が残るものとそうでないものがあ る。 色調 

は， 黒 灰色，赤褐色，黄白色など 様々であ る。 凹凸両面に離れ 砂が認められる。 BG36K 

平瓦 T c 類に相当する。 

平瓦 H 類 凸面にやや細かい 縄目が縦方向に 走るもの。 厚さ 2.Ocm 前後で，胎土には 

砂粒を含む。 凹面は，布目痕の 残るものや撫でを 行な う ものなどがあ る。 色調は，青灰色， 

黄白色など一様ではない。 

A ～ H の 8 種に分類した 平瓦は，すべて 一枚作りに よ るものであ る。 また縄目印ぎに よ 

るものは，一応 E 一 H の 4 種に分類したが ，これはあ くまで目安にすぎない。 縄目の分別 

は ，きわめて難しく ，なおかつ布目 痕 ，撫で，糸切 痕 といった他の 製作上の技法要素との 
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絡み合いも，必ずしも 前述の分類規準に 合致するものばかりとはいえない。 やや大きめの 

平瓦破片を観察すると ，一枚の平瓦において 縄目叩きを施した 部分と，それを 省略した部 

分とがあ る場合が認められるので ，分類が釈然としないのも うなず げるだろう。 

C4) 瓦製 円板 ( 図版 42-48.49) 

E 類もしくは H 類 と推定される 平瓦に ， 打ち欠 き および研磨を 行なって，直径約 7 ㎝の 

円板に仕上げたもので 2 点出土している。 敗 瓦を再利用したものと 考えるが，その 用途は 
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図 21 館記号 縮尺 1/2 

不明であ る。 小野市播磨 広 渡手廃寺から ，ほぼ同大で 有孔のもの ( 和田 80 コ が 出土している 

が，用途を異にするものかもしれない。 

C5)  平瓦・丸瓦の 箆記号 ( 図 21) 

平瓦凸面に簿記号のあ るものほ 6 点で， 「Ⅲ」， 「 井 」， 「Ⅹ」， 「 = 」などの種類があ り 

          の 認められるものは ，撫で調整を 行なっている。 いずれも軒平瓦の 一部と考えられ 

る 。 平瓦蝋画には ， 箆 記号「Ⅱ」，「 へ 」があ り，平瓦 E 類に記されたと 思われる。 丸瓦で 

ほ ，玉縁部凸面に 簿記号「 グ 」があ り，丸瓦 B 類 と考えられる。 

(6)  小 結 

調査区から出土した 瓦は，中央 官街系 瓦屋の製品と 地方五生産地系の 製品のものに 分 げ 

られる。 平安後期の瓦について 総括的に論じた 上原真人の編年 案 ( 上原 78a コに 従って ， ま 

ず 中央 官衛糸 瓦屋の製品と 考えられる軒瓦について 分類整理してみよう。 

上原のい う第 Ⅲ 期 (12 世紀前半 ) に相当する軒平瓦は ， 17 ～ 22 と考えられる。 これら ほ 11 

世紀後半に中央 官衛系 瓦屋で採用された 唐草文を受げつ い だものであ るが， 同 絶品の中に 

異なった瓦当部成形技法を 持つことが特徴であ る。 調査圧出土のものには ， 他 遺跡出土の 

同 絶品と比較して 瓦当面の上下幅が 狭く ， 箔が極端に磨耗したものがみられ ， 同 絶品の う 

ちでは後出のものと 考えられる。 

36-4.0 は 第 N 期 (12 世紀中葉 ) のものであ る。 第 N 期は主として 日文系の文様が 主流を占 

め ，若干の唐草文・ 幾何学文が混 る 。 瓦当部成形技法 は， 折り曲げた平瓦の 端に粘土を補 

う というやり方であ ると推定される。 
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41-46 の剣頭文を基本とするものが 第 V 期に相当する。 これらは， 木村龍三郎のいう 

「完成した折り 曲げ造り」によるもので ，調査 区 出土のものは 瓦当上面を斜めに 箆 削りを 

行ない，曲げジ ブ を 指 押えや 横 撫でによって 消去している。 折り曲げ造りによる 軒平瓦に 

は ，平瓦部凹面の 布目が，そのまま 瓦当面の布目と 連続し平瓦成形時の 縄目印ぎや曲げ 

ジヴ を残すものがあ る。 こうしたものに 比べて調査 区 出土の折り曲げ 造りの軒平瓦は ，そ 

の調整技法において 丁寧であ るといえる。 この完成した 段階の折り曲げ 造りの軒平瓦の 細 

部調整技法における 精粗の 2 者は， 第 V 期中央 官街系 軒平瓦の新旧 2 相を示すと考えられ 

る U 上原 78a) 。 また，剣頭文の 単位文様の割り 付け法の変化と 上記の調整法の 差異が対応 

することが指摘されている [ 上原 78b コ 。 

さて，中央 官街系 瓦屋の軒丸瓦の 瓦当文様は ，第 Ⅲ 期 と第 N 期の間に大きな 変化があ る。 

第 W 期の年代決定の 基準となっている 栢杜 遺跡八角円堂 助 でほ，出土した 軒丸瓦のうち 蓮 

華文軒丸瓦は 20 拷にすぎず， 70% 以上は巴 文 軒丸瓦が占めている。 また， こうした蓮華文 

軒丸瓦にほ小型 品 が多く，文様も 極めて退化した 様相を皇する。 エー 5 ほ ， この時期より 

少し遡るものと 考えられる。 これらにおいては ， 同箔 品の中に瓦当が 楕円形のものと 円形 

のものとがみられ ，前者は瓦当面小型化への 過渡的形態とも 考えられる [ 東大調査会 77 コ。 

また 瓦 箔の使用頻度が 高かったため 箔の磨耗の著しいもの (3 一 5) がみられ， 第 Ⅲ 期 

とした軒平瓦との 組合せを考えてよいであ ろう。 

第 N 期から 第 V 期にかけて，軒丸瓦は 巴文意匠 が主流となる。 24 ほ ，鳥羽南殿比定地の 

出土状況から 9 の日文軒丸瓦との 対応が考えられ [ 京 大調査会 77 コ ，日文・剣頭文系の 軒平 

瓦は 7 ～ 1A の 巴文 軒丸瓦にほぼ 対応するものと 考えて よい だろう。 なお，平瓦 D 一 H 類 ・ 

  丸瓦 B 類は， これら中央 官街系 軒瓦に対応するものと 考えられる。 

次に，地方 互 生産地系のものとして ，亀岡市王子瓦窯 [ 安井 60 コ を 中心とする丹波系瓦窯 

の製品 <34.35) と神戸市神出 古窯 [ 真野 74 コ ，明石市姉本松 古窯 ( 島田 39 コ ，高砂市 魚橋 瓦窯 

( 今 皇 55 コ，三木市大留美 古窯 ・手目木 古窯 [ 芳川 70 コなどの播磨国内に 分布する 瓦陶 兼業業 

の 製品と考えられるもの (7 .28-32) があ る。 また中央 官街系 瓦屋の製品と 共通する面が 

多いが，瓦当部の 製作技法や瓦当文様において 瓦窯系列の比定を 確定できないもの (24. 

25, 33 .36.38) が存在する。 丹波系瓦窯の 操業は ， Ⅱ世紀後半から 12 世紀前半に及ぶも 

のと考えられている。 軒平瓦の瓦当部成形技法には ，平瓦部の凸面側に 別粘土を貼り 付け 

るものや平瓦の 端部を折り曲げるものがあ るが， これらが中央 官街 系の軒平瓦とほぼ 軌を 

一にした技法変遷をたどったとするならば ，調査圧出土の 34. 35 は，丹波系瓦窯の 製品と 
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しても，やや 時期の降るものと 考えられる。 

播磨系列の軒平瓦でほ ，平瓦部と瓦当部むま 男 Ⅰ々に製作される。 すなわち， 瓦 箔を打ちつ 

げた粘土塊の 裏 面に 溝 状の四部を作り ，そこに平瓦の 端部をさしこみ ，接合部附近や 瓦当 

裏 面を丁寧に横に 撫でるという 技法を用いている。 また焼成が極めて 堅 敵で 須 志賀のもの 

が 多いのも著しい 特徴であ る。 こうした特徴をもっものが 28 一 32 であ るが，軒丸瓦でも ， 

焼成状態に留意して 7 , 15 . 16 を播磨系列として 抽出でき る 。 この組合せが 成立するなら 

ば，日文意匠 の採用から推して ， 12 世紀中葉以降のものも 含まれていると 判断される。 こ 

のうち平安前期に 流行した均整唐草文の 流れをくむ 28.29 や宝相華 文 32 は，型式学的にみ 

て ，やや古い時期のものであ ろう。 播磨系列と考えられる 軒瓦は，尊勝手造営に 際して， 

国元 制 に基づき，播磨 守 基隆が東西市 塔 ・南大門の造営を 担当したという『中右記』康和 

4(1102) 年 7 月 21 日の記載から ，尊勝手創建時に 比定しうるものを ，中央宿衛 系第 N 期に 

併行すると考えられるもののほかに ，在地的な変異の 著しいものが 多数存在しており ，そ 

れらの編年的位置付けは 容易ではない。 平瓦 B . C 類 ，丸瓦 C 類は， これら播磨系列の 軒 

瓦に対応するものと 考えられる。 

さて平安後期における 文献に現われた 寺院・宮殿等の 造営・修復・ 改築記事と軒瓦の 同 

箔 関係を重ね合せることによって ， 瓦の年代の 1 点をおさえようとする 試みがあ る [ 中谷 

71L 。 中谷雅治は， 法 金剛 院 ・鳥羽離宮南殿・ 法勝寺・尊勝 手 ・両隣 寺 出土の軒瓦におい 

て， 15 種の軒丸瓦と 9 種の軒平瓦に 同箔 のものがみられることを 指摘したらえで ， これら 

の同箔 関係をもつ瓦の 出土地の組合せを ，造営記事の 年代の組合せに 重ね合せて考えよう 

とした。 その結果，分析資料の 多くが大治 2( Ⅱ 27) 年から大治 5( Ⅱ 30) 年のあ いだに比定 

されるという 見解を示した。 この見解に従 うと ，本調査 区 出土軒瓦のうち 大治年間に比定 

できるのは 7 と 17 であ る。 

また複数の場所から 同箔瓦が 出土する場合，その 出土地のうち 最も新しい時期の 年代 

( 建物の創建年代 ) に少なくともその 丸の使用年代の 上限を置くことができる   ( 素女 79 コ 。 そ 

こで 第 Ⅲ期の軒瓦について ，その 同箔 関係から更に 細かく比定を 行なうと， 3 と 4 ほ延勝 

寺 落慶供養の久安 5( ェ :149) 年以降， 17.22.23 ほ円 勝手供養の大治 2(1127) 年以降などが 

推定されてくる。 つまり本調査 区 出土の第Ⅲ期の 軒瓦は， 12 世紀前半でも ，やや新しい 年 

代のものであ ろうと考えられるのであ る。 元永 ェ (1 Ⅱ 8) 年に完成し，保元 ェ (1156) 年に焼 

亡した白河北殿と ， この地が大ぎくかかわっているならば ， 上記の第 m 期の瓦は大治 4 

Q129) 年 白河北殿の改造拡張以降の 変遷 仁 関与するものとしてさしつかえないであ ろう。 
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さて今回出土した 瓦には，中央 官街系 瓦屋の製品と 播磨・弛波の 2 つの地方系列の 瓦窯 

の製品がかなり 含まれていることが 特徴であ る。 こうした地方彦のものが 使用されるのは ， 

いうまでもなく 六勝寺の各遺跡においてはまったく 普遍的にみられる 現象であ り，六勝寺 

を中心とする 白河街区の北方縁辺部と 考えられる本調査 区 一帯 仁 位置した建造物について 

も 六勝寺におけるのと 同様な瓦の供給体制の 存在したことが 推定されるのであ る。 ところ 

が本調査区の 北側にあ たる医学部構内 A0l8E 涼大理文研 79 コ・ 同 APlgE 出土の 12 世紀 

中葉～ 13 世紀と考えられる 瓦は，ほぼ中央 官街系 瓦屋の製品に 限られている。 これは， 成 

功 ，栄爵を条件とした 国元 制 によって瓦の 調達を諸国司に 負担させたり ，荘園貢納 物 とし 

て瓦を入手しうるような 供給体制に関与しなかった 人々の建造物が ，本調査 区 北方の地域 

に存在したことを 示している。 これに対して ，調査 区 出土の瓦類は ，当時における 様々な 

供給系統に関与しえた 造営主体なくしてほ 考えられない 多様性を持っているわけであ り， 

白河北殿という 院の御所にふさわしいあ り方を示すものといえ よう 。 今後 A0l8E, AP 

19 区の調査成果と 出土資料の検討を 通じてこうした 問題の深化をはかりたい。 

日 テヨ二コ 

㈹平安京Ⅲ期の 一部と平安京Ⅳ 期 とについてほ ，文献史からみても 土器様式からみても ，中世に含 

めることが可能であ るが，土師器の 時期区分を厳密にこれと 対応させることは 難しい。 むしろ，お 

およそ平安時代 ( 平安京 ) と鎌倉～室町時代 ( 中世京都 ) とに区分しそれぞれを 細分する中で ， 

中世的様相がどのように 形成されたかをみる 方が混乱が少ない。 

(2) 平安京左兵衛府 跡 5D4 出土品 [ 京 文研 78 コ。 

(3) 平安京主水司 跡 A 区 SX ェ 出土品 [ 貫文研 78 コほか。 

(4) 平安京西寺井戸 跡 出土品，平安京主水司 跡 B 区 SK10 出土品 [ 京 文研 78 コほか。 

(5) 平安京左兵衛府 跡 Snm 出土品 ( 京 文研 78 コほか。 

(6) 法量が減少する 過程で， 大 ・ 小 2 種以外のものも 小量存在するが ，基本は大・ 小 2 種の組合せか 

らなる。 

(7) この種の小型のもの に 凹み 底 となるものがあ り「 ヘソ皿 」という通称があ る。 またこの種のもの 

は後に扁平となることから ，『京都大学構内遺跡調査研究年報昭和 52 年度 コ ではこれを 皿 とした [ 宇 

野 78 コ。 しかしこの時期にほこれを 皿と 区別して 椀 とするのが妥当であ るため「 ヘソ皿 」は「凹み 

底心 椀 」と呼ぶことにする。 

(8) 通常の皿の底部に 融 着したまま用いられた 例があ るため [ 東大理文研 78J, 受皿 としたが，感諾と 

して用いられた 可能性もあ る。 この種のものは ，ほかの土師器と 同様仁平安京Ⅲ期から 中世京都Ⅱ 

期 にかけて法量を 減じていく。 

(9) 高槻市教育委員会橋本人相 氏 に郷教示を頂いた。 
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㈹ 京都大学文学部助手 岡 両三頁氏に 御 教示を頂いた。 

㈹ 同志社大学講師鈴木重治氏に 御 教示を頂いた。 

㈹ 名古屋大学文学部教授楢崎彰一氏に 御 教示を頂いた。 

㈹ 京都大学文学部助教授大山高平氏，同助手今谷 明 氏に 御 教示を頂いた。 なお，土師器の 年代は ， 

書体から予想された 年代よりやや 古いと考える。 

㈹ 大型の椀には 当初から 若 千の大小が存在する。 

㈹京都市左京区在昔別所経塚第二次調査第二号経塚出土の 青銅製 ( 唐金製 ) 火舎香炉も同様に 灰がつ 

まっていた [ 魚澄 ・梅原 23P 8 コ。 

㈹ 京都市埋蔵 文化財研究所堀内明 博 氏の 御 教示による。 

㈹ 本稿では， 同 箔の認定は主として ，写真によった。 

㈹ ただし，この 考えは難波宮・ 長岡 宮に おいてみられるように ，建物に瓦を 葺く際に，古い 建物の 

瓦を再利用するということが ， この時代にはなかったということを 前提とする。 
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表 5  瓦類 の山王地点 
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蓮華文軒丸瓦 番号 出土地点・遺構・ 層位 美 唄 廿 国 

  AE15@ D 5 図版 34 

  AF15@ D 5 図版 34 

  AF15@ D 5 図版 34 

  AE15@ D 5 図版 34 

  AE15@ D 5 図版 34 
  AE14@ D 5 図版 34 

  AF14@ SE24 図版 34 

軍 直一 
図版 37 

図版 37 

図版 37 

図版 37 

図版 37 
図版 37 

図版 37 
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日 文 軒 丸 瓦 

  AE14@ D 5 図版 34 図版 37 

10 AE14@ SD04 図版 34 

1 Ⅰ AF14@ SE24 図版 34 図版 38 

12 AE14@ SD03 図版 34 図版 38 

13 AE14@ D 3 図版 34 

図版 38    別に同文 1 点出土 

Ⅰ 4 AE15@ D 3 図版 34 図版 38 

15 AE15@ D 3 図版 34 図版 38 

16 AE15@ D l-2 図版 34 図版 38 

図版 38    別に同文 1 点出土 

50 AE14@ SD03   図版 38 

51 AE14@ SD08   図版 38 

唐草文軒平瓦 

17 AE15@ D 5 図版 35 図版 39 

18 AE15@ D l 図版 35 図版 39 

19 AE15@ D4 図版 35 

20 AF14@ SE24 図版 35 図版 39 

21 AE15@ SD11 図版 35 図版 39 

22 AF15@ SD11 図版 35 図版 39 

図版 39    別に同 箔 4 点出土 
  23 AE14@ D 3 図版 35 図版 39 

24 AE14@ D 5 図版 35 図版 39 

25 AE14@ D4 図版 35 図版 39 

26 AE15@ D 3 図版 35 図版 40 

27 AF14@ E 8 図版 35 図版 40 

然 AE14@ SE03 図版 35 図版 40 

  

  

  

  

  

  

  

  



60 遺 物 言 者 出土地点・遺構，層位 実測図 写 真 考 

29 AE14@ D 3 図版 35 図版 40 
30 AF14@ SD20 図版 35 図版 40 

52 AF14@ E 8   図版 39 

  宝相華 文 軒平瓦 
3 Ⅰ AE14@ D 3 図版 35 図版 39 

AE14@ D 5 図版 35 図版 40 

23 33 AE15@ D 5 図版 36 図版 40 別に同 箔 1 点出土 

AF15@ C 4 図版 36 図版 40 

45 ｜ 33 AE14@ SD04 図版 36 図版 40 

幾何学文軒平瓦 
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37 AE15@ D 3 図版 36 図版 41 

38 AE14@ SD04 図版 36 図版 41 

39 AE15@ D 3 図版 36 

40 AE15@ D 3 図版 36 rll1 図図 版版 44 別に同文 4 点出土 
53 AE15@ D3   図版 41 

54 AF14@ F 6   図版 41 

剣頭立軒平瓦 

41 AE15@ D 5 図版 36 図版 42   

42 AE15@ D 3 図版 36 図版 41 

43 AE Ⅰ S D 5 図版 36 図版 42 

44 AE15@ D 3 図版 36 図版 42 、 別に同文 4 点出土 

45 AE14@ D 5 図版 36 図版 42 

46 AF15@ SD11 図版 36 図版 42   

緑 袖 丸 瓦 
  

47   AE15ヾD11     図版 38   
瓦 製 円 板 

48 AF15@ D 5   図版 42 

49 AF15@ D 5   図版 42 


